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人口の動き 法律相談日
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腹筋運動(1)

腹筋運動 (2)

満3歳を迎えた

フォークダンス

腹筋運動 (3)

楽しく踊って

みんなで助付合って

ゲーム〈どちらが早いか〉

地域社会へ案競の輪を
さわやかな秋の訪れと共に、市民体育館のスポーツ

教室やクラブ活動など、年齢lζ応じた体力づくりが盛

んになりました。

木曜婦人健康クラブ(代表鈴田弘子さん外34人)は、
家庭婦人を対象に、昭和47年第1回婦人健康教室を
終了後、自主的にクラブを結成し、満3歳を迎えまし

体力づくり
fこ。

毎週木曜日、午前10時から12時まで、市民体育館で
体操、リズム、サーキットトレーニング、軽スポーツ

など体力づくりをすると共に、スポーツを通じて人と

人との和、協調の精神や約束ごとの体得など、大きな

役割を果しています。

体育を始めてから「体の調子がよいJ r仕事がはか
どり家庭が明るくなったJなど、クラプ員は大変喜ん

でいます。

今後も体力づくりを目標に、家庭や地域社会に実践

の和を広げようと意欲を燃やしています。
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長立石直衛印刷所/隆文社印刷所

木曜婦人健康クラブ
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花
輪
や
香
典
・
祝
儀
も

違

反

で

す

政
治
家
や
候
補
者
は
、
選
挙
に

関
係
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、

次
の
よ
う
な
贈
物
を
す
る
と
法
律

違
反
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
有
権
者
も
、
政
治
家
や

候
補
者
な
ど
に
、
こ
の
よ
う
な
寄

付
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

清
潔
な
政
治
家
を
育
て
る
よ
う

に
有
権
者
も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

O
お
中
元
や
お
歳
暮
を
贈
る
こ
と
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• 水
道

相

談

入

通

知

書

[ま

納

乙
と

O
旅
行
す
る
人
に
、
せ
ん
別
を
贈

る
乙
ル
」

O
お
葬
式
の
際
、

香
典
や
花
輪

・

供
物
な
ど
を
贈
る
こ
と

O
町
内
会
や
老
人
会
な
ど
の
集
ま

り
に
、
お
金
を
寄
付
し
た
り
、

食
事
や
お
酒
を
届
け
る
乙
と

O
町
内
会
な
ど
の
団
体
旅
行
の
際

弁
当
や
飲
物
を
さ
し
入
れ
た
り

パ
ス
代
な
ど
の
費
用
を
負
担
す

ヲ
令
こ
ん
」

。
選
挙
区
か
ら
の
陳
情
者
な
ど
に

食
事
や
飲
物
を
出
し
た
り
、
お

み
や
げ
な
ど
を
あ
げ
る
乙
と

田
ん
ぼ
や
空
地
の

立
看
板
も
違
反
で
す

政
治
家
や
後
援
団
体
の
立
て
札

看
板
も
規
制
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
所
以
外
の
田
ん
ぼ
や
空
地

k
o
O
O後
援
会
連
絡
所
4

な
ど

の
立
て
札

・
看
板
を
出
す
こ
と
は

tの

番

号

し

で

し

ま

違
反
に
な
り
ま
す
。

み
ん
な
の
力
で

き
れ
い
な
選
挙
を

わ
が
国
の
歴
史
に
と
っ
て
、
今

年
は
意
義
深
い
年
に
あ
た
り
ま
す

明
治
二
十
三
年
に
国
民
が
初
め

て
国
政
に
参
加
し
て
か
ら
八
十
五

年
。大
正
十
四
年
に
、
い
わ
ゆ
る
「

普
通
選
挙
法
」
が
で
き
て
か
ら
五

十
年
。
昭
和
二
十
年
に
婦
人
に
も
参
政

権
が
与
え
ら
れ
て
か
ら
三
十
年
。

多
く
の
人
の
苦
労
が
あ
っ
て
、

今
日
の
よ
う
な
選
挙
制
度
に
な
り

ま
少
し
ゃ
ん
。

い
ま
こ
そ

ρ
選
挙
を
通
じ
て
政

治
に
参
加
す
る
。

乙
と
の
意
義
を

考
え
‘
き
れ
い
な
選
挙
を
心
が
け

る
よ
い
機
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う

ヵ。

よ
甲
つ

i

水
道
だ
よ
り

l

水

道

料

金

取

り

ま

と

め

団

体

結

成

の

お

願

い

水
道
料
金
の
納
付
は、

原
則
と
@
納
入
通
知
書
配
付
報
奨
金

し
て
自
主
納
付
で
す
が
、
都
合
で

一
通
に
つ
き
七
円

A

納
付
困
難
な
人
も
あ
る
と
思
い
ま
@納
付
報
奨
金
納
期
限
内
納
付

ん
す
。

一
件
に

つ
き

十
八
円

ん

ま
た
水
道
部
か
ら
の
徴
収
も
凶
十
月
末
現
在
の
団
体
結
成
状
況

~
難
で
す
の
で
、
お
互
い
の
利
便
の
ム
町
内
会
四
一
(
三
二
二
六
人
)

)
た
め
取
り
ま
と
め
団
体
の
結
成
を

β
婦
人
会

一
八

(
一
、
二
八
三
人
)

日
お

願

い

し

ま

す

。

ム

老

人

会

一

(

一

O
二
人
)

日

取
り
ま
と
め
を
さ
れ
ま
す
と
、

ム
子

供

会

二

(

二

O
二
人
)

次
の
よ
う
な

報
奨
金
が
あ
り
ま
ム
納
税
組
合
五

(
二
六
一
人
)

す。

ム
町
内
班
一

一

(
一
三
七
人
)
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4砂

耳

と

言

葉

の

相

談

日

日
月
刊
M

日

，
午

後

1
時

1

4
時

品評会・展示即売会など

農業まつりへどうぞ

図
書
の
修
理
を
し
て
い
る

み
な
さ
ん

11 月 22 日 ~23 日

地
域
住
民
に
深
い
理
解
と
協
力

を
求
め
、
農
業
者
個
々
の
地
位
の

向
上
と
暮
ら
し
の
安
定
を
計
り
、

併
せ
て
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
次
の

と
お
り
農
業
ま
つ
り
を
行
い
ま
す

日
時

十

一
月
二
十
二
日

(
土
)

二
十
三
日
(
日
)

場
所

大
村
市
農
協
会
館
及
び
付

帯
施
設

大
村
市
漁
協
付
帯
施
設

内
容

O
農
林
水
産
物
の
品
評
会

並
び
に
展
示
即
売

O
農
業
機
械
の
展
示
即
売

O
自
動
車
展
示
と
愛
車
相
談

(
含
む
中
古
車
)

O
生
活
改
善
展

本
年
も
造
林
の
時
期
が
近
ま
り

大
村
市
森
林
組
合
で
は
、
左
記
の

場
所
で
造
林
申
請
を
行
い
ま
す
。

O
生
産
資
材
の
展
示
即
売

O
金
融
仕
組
展
示
と
相
談

O
農
協

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
公
開

O
花
木

・
盆
栽
セ
リ
市

O
素
牛
セ
リ
市

O
乳
製
品
の
即
売
と
P
R

O
市
内
小
中
学
校
書
道

・
図
聞

手
芸
工
作
展

福

祉

セ

ン

タ

O
生
花
展
及
び
盆
栽
の
展
示

。
相
撲
大
会

実
施
主
体

大
村
市
、
大
村
市
農

業
協
同
組
合
、
松
原
農
業
協
同

組
合
、
大
村
市
農
業
共
済
組
合

大
村
市
森
林
組
合
、
大
村
市
内

漁
業
協
同
組
合

み
ど
り
を
増
や
そ
う

図
書
の
修
理
で
善
意
の
奉
仕

よ

も

と

会

の

今
年
造
林
を
計
画
さ
れ
て
い
る

人
は
早
自
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

八
十
一
月
十
一
日
〉

O
松
原
地
区
松
原
出
張
所

午
前
十
時

I
十
一
時
三
十
分

O
福
重
地
区

福

重

出
張
所

午
後

一
時
1
二
時
三
十
分

八
十
一
月
十
二
日
〉

O
萱
瀬
地
区
萱
瀬
出
張
所

午
前
十
時
J
十
二
時

O
大
村

・
回
大
村

・
竹
松
地
区

組
合
事
務
所
午
後

一
時

t
五

十
ザロμ

十
月
十
三
日
、
ょ
の
も
と
会
(
一
冊
て
い
ね
い
に
は
り
合
せ
た
り
A

松
平
勝
郎
会
長
外
十
五
人
)
は
、

表
紙
に
題
字
を
記
入
す
る
な
ど
、

A

中
地
区
公
民
館
の
図
書
修
理
に
善
手
ぎ
わ
よ
く
修
理
を
し
て
い
ま
し

~

意
の

奉

仕

を

し

ま

し

た

。

た

。

v~

八
十
一
月
十
三
日
〉

よ
の
も
と
会
は
昭
和
三
一
十
七
年

子
供
た
ち
が
再
生
さ
れ
た
本
を
V

V

O
鈴
田
地
区
鈴
田
出
張
所

か
ら
始
ま
り
、
現
在
ま
で
二
十
五
見
て
感
謝
し、

物
を
大
切
に
す
る
の

回
の
奉
仕
を
し
て
お
り
、
主
に

心
を
持
ち
、
大
い
に
勉
強
し
て
も
ゲ

午
前
十
時
J
十

一
時
三
十
分

日

O
三
浦
地
区

三

浦

出
張
所

小
・
中
学
校
の
乙
わ
れ
た
図
書
な
ら
う
乙
と
を
喜
び
と
し
て
、
楽
し

~千

年
後
十
時
E
f
二
時
三
十
分

ど
を
修
理
さ
れ
る
も
の
で
、

一
冊
く
奉
仕
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
汗
一~
ー
造
林
申
請
時
の
手
続
き

一

全

国

ホ

ル

ス

タ

イ

ン

共

進

会

へ

…

一

大

村

市

か

ら

出

陳

一

一

一
の
郷
の
山
下
俊
芯
さ
ん
所
有

さ
れ
る
第
六
回
全
国
ホ
ル
ス
タ
ィ
一

一
の
乳
牛
、
ア
イ
デ
ア
ル
へ

イ
セ

ン
共
進
会
へ
本
県
代
表
と
し
て
出

一

一
ン

ユ

、千
ー
ダ
号
(
昭
和
四
十
九

陳
が
決
定
し
十
月
二
十
五
日
出
発

一

一
年
七
月
二
十
五
日
生
れ
)
は
十
月

し
ま
し
た
。
帰
着
は
十

一
月
五
日
一

一
二
十
九
日
か
ら
十
一
月
三
日
ま
で
の
予
定
で
す
。

一

一ムハ
日
間
、
兵
庫
県
淡
路
島
で
開

催

晴

れ
の
入
賞
を
期
待
し
ま
す
。
一

一
造
林
地
、
地
名
地
番
、
樹
種
、

料
も
同
時
に
受
付
け
ま
す
。

本
数
が
必
要
で
す

・

な
お
、
当
日
支
障
の
あ
る
人
は

二
予
納
金
を
苗
木

一
本
に
付
き
十

至
急
組
合
へ
申
出
て
下
さ
い
。

円

が

必

要

で

す

遅

れ

ま

す

と

補

助

金

の

対

象

に

三
緑
化
樹
苗
木
な
ど
、
林
業
用
肥

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ァ
楽
し
か
ぐ〉

-
平
』

J
，J
h

v

 

造

林

申

請

を

受

付

婦
人
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

地
区
対
抗
リ
レ

i

市
連
合
婦
人
会
(
小
松
初
子
会

長
会
員
三
千
二
百
人
)
は
、

十

月
二
十
二
日
、
会
員
の
親
ぼ
く
と

体
力
増
進
の
た
め
、
レ
ク
リ
エ

ー

シ
ョ
ン
大
会
を
市
民
体
育
館
で
実

施
し
ま
し
た
。

競
技
が
す
す
む
に

つ
れ
て
、

各

地
区
で
趣
向
を
こ
ら
し
た
応
援
団

の
声
援
に
選
手
も
大
張
切
り
で
、

楽
し
い
有
意
義
な
一

日
で
し
た
。
-
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(4) り

計
t=:l ..... 

旦主

の

器

定

検

査

期

日
月
間
日
か
ら
却
日
ま
で

市政だより

計
量
器
定
期
検
査
を
十
一
月
十

日
か
ら
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の

で
商
庖
、
学
校
、
病
院
、
官
公
署

な
ど
で
使
用
す
る
計
量
器

(
商
取

引
、
証
明
用
な
ど
)
は
も
れ
な
く

受
検
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
当
日
は
印
鑑
、
手
数
料

(
指
示
ば
か
り
二
十
回
ま
で
一
台

六
十
円
)
を
ご
持
参
下
さ
い
。

~
一目
一

く

ら

し

の

一

一
k
d

一

一
一
目
一

日

月

η

~

~
一

般
消
費
者
を
対
象
に
、
く
ら
な
買
物
を
す
る
た
め
に
」

一

一
し
に
必
要
な
知
識
情
報
を
提
供
し
講
師

長
崎
県
生
活
セ
ン
タ

一

…
生
活
の
科
学
化
向
上
を
図
る
s

た
め

l
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
一

一の
教
室
で
す
。

森
保
子
先
生

・

一
日
時

十
一
月
十
三
日
(
木
)
付
質
疑

…

…

午
後
一
時
三
十
分

t
三
時
苦
情
相
談

午
後
三
時
三
十
分

l
一

…
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

四
時

-

一
内
容

刊
映
画
「
お
買
い
も
の
の
な
お
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

…

-

手

引
(
品
質
表
示
)
」
ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
参
加
下

一

一

同
講
演

「
食
品
の
表
示
|
上
手
さ
い
。

一

日

教

室
日

開

設

• 

入

通

知

書

水

道

相

談

Iま

納

月日 1劇場 所 |時 間

今村公民館 10: 00---12: 00 

10日 三浦出張所 13:00---15:00 

11日火
鈴田出張所 10:00---12:00 

大多武婦人ホーム13: 00---15: 00 

萱瀬出張所 10:00，-，12:00 
12日71< 
農協萱瀬第一支所13:00---15:00 

13日木農協竹松支所 11011:000~~1125::000 0 

|14H|金
松原出張所 10:00--12:00 

福重出張所 13: 00-15: 00 

17日月 i敬 訪 公民館 11301:000~~11251:00 0 

I 18日火 中地区公民館 1iO3:1000~~1125::000 0 

1 19日水市民会館 11301:000~~1125::000 0 

I~ 木市 役 所 11031:000~~11251:00 0 

雇

用

促

進

融

資

募

集

長

期

こ
の
融
資
は
事
業
主
、
あ
る
い

は
事
業
主
の
団
体
が
従
業
員
を
雇

い
入
れ
る
た
め
に
必
要
な
社
宅
、

寮
や
、
社
員
食
堂
な
ど
の
福
利
厚

生
施
設
や
訓
練
施
設
な
ど
の
建
設

資
金
を
長
期
、
低
利
で
お
貸
し
す

る
制
度
で
す
。

貸
付
対
象
施
設

H
社
宅
、

寄
宿

舎
、
同
食
堂
、
娯
楽
室
な
ど
、

国
訓
練
教
室
、
同
水
産
加
工
業

の
設
備
、

向
そ
の
他

貸
付
額

付
社
宅
、
寮
|
限
度
額

な
し
、
同
福
利
厚
生
施
設
、
事

業
主
l
三
千
五
百
万
円
以
内
、

'の

番

号

し

ま

し

で

• 
低

利

で

貸

出

し

事
業
主
の
団
体
|
六
千
万
円
以

内、

白
訓
練
施
設
、
事
業
主
|

二
千
万
円
以
内
、
事
業
主
の
団

体
|
三
千
万
円
以
内
、

同
水
産

加
工
設
備
、
事
業
主
i
三
千
万

円
以
内
、
事
業
主
の
団
体
l
五

千
万
円
以
内
、

国
そ
の
他

利
家
中
小
企
業

年

八

労

大

企

業

年
八

・
五
%

償
還
期
間
三
十
年
以
内

受
付
期
間
来
年

一
月
末
日
ま
で

な
お
、
こ
の
度
二
つ
以
上
の
事

業
主
が
共
同
で
融
資
の
借
入
申
込

み
を
行
う
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

よ
'
つ

運転 使途及度額臨以上封象 伎渥E 度限 額眠度以上H 象対 業二(業従E411諸税金3)でいる(市で到内いる己(商工1)対量 ちfどろ唱7 

資金 び書I経f市里 年 び寄額空以百万凹円内と R営し 市で内 苛しi 人以下 のとζ ーと会議所 生ト旺 つー

十一月 以l内J てい 同 小-=t:- 利里口 てい一同 司p 菩事由工五業宗舶者 年以事常をんt i 担 T 
百 所室る業署特日 急め 所霊る業望 小 幸人、 喜ぜ 保 利

来I ー年 別 る k 手企商 て無用

光市商工観 工会所議昨物2昆四2一日 市商工観光課は 会議所、 労会四同 三年以内 年以-内 令」、~盲~一 ヘ タぢ 下 二百万円コ 百万二円 期間び →品一盗〔 ， 目: 

!; へ喜望f へ毒患安 市 2一 年早
ー内》相可rYYYT.YY?YYYYYYY yyyyyyyyyy.y. 均

業
主
が
貸
付
要
件
を
満
た
し
て
お

け
ば
貸
り
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

申

込

取

扱
金
融
機
関

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
へ
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• 耳
と

言

葉

の

相

談

日

什

月

日

日

注
射
と
検
診

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
も
健

康
相
談
な
ど
を
受
け
て
な
い
人
は

是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

りおおむ

象対

乳幼児

乙
の
健
診
は
、
お
子
さ
ん
の
心

身
の
発
達
を
正
し
く
知
る
上
に
大

切
で
す
。

市政だより'(5) 

乳幼児

も
れ
な
く
お
受
け
下
さ
い
。

対
象
昭
和
田
十
七
年
五
月
生
れ

の
人
及
び
昭
和
四
十
六
年
十
一

月
か
ら
昭
和
四
十
七
年
四
月
生

れ
の
人
で
、
ま
だ
健
診
を
受
け

て
い
な
い
人
。

日
時
十
一
月
二
十
五
日
(
火
)

午
前
九
時
三
十
分

l
十
一
時

午
後
一
時
J
二
時
三
十
分

場
所

市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
必
ず
母
子
健
康
手
帳
を
ど
持
参

下
さ
い
。

募

集

-
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
会
職
員
を
募
集

職
種
審
判
員
ま
た
は
検
査
員

教
育
期
間
一
年
間
(
入
所
す
る

た
め
の
学
科
試
験
、
身
体
検
査

が
あ
り
ま
す
)

資

格

⑦

高

校
卒
業
以
上
の
学
歴

@
年
齢
は
二
十

i
二
十
八
歳

@
身
体
強
健
で
裸
眼
視
力
一
・

0

以
上

提
出
書
類

写
真
三
枚
、
戸
籍
抄

、午

後

1
時

i

4
時

本
、
履
歴
書

申
込
期
限
十
二
月
十
日

な
お
、
新
人
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

選
手
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
玖
島
郷

一
五
番
地

長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
定

会

皿

②

l
六
一
九
四
へ
。

園
。
九
州
自
然
歩
道
。

シ
ン
ボ
ル
マ
l
ク
募
集

課
題
親
し
ま
れ
る
九
州
自
然
歩

道
と
し
て
九
州
各
県
の
共
通
点

を
強
調
で
き
る
も
の
。

応
募
規
定

①
応
募
資
格
に
制
限
な
し
(
一
人

で
何
点
で
も
応
募
で
き
る
)

②
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
る

③
墨
、
ま
た
は
三
色
以
内
と
す
る

④
官
製
は
が
き
、
ま
た
は
、
は
が

き
大
の
用
紙
に
か
く
こ
と
(
一

枚
に

一
点
)

⑤
作
品
に
は
各
自
の
住
所
、
氏
名

年
齢
、
職
業
を
明
記
の
こ
と

⑥
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者

に
帰
属
す
る

⑦
特
選
作
品
は
一
部
補
作
す
る
こ

と
が
あ
る

⑦
作
品
は
返
却
し
な
い
。

送
り
先
福
岡
市
中
央
区
天
神
一

ノ
四
ノ
二

O

干
八
一

O

西
日
本
新
聞
社
事
業
部
内
「
九

州
自
然
歩
道
シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク

募
集
係
」

福

祉

セ

ン

タ

一ご寄付ありがとうございましたー

中
央
保
育
所
へ

ム
松
並
町
の
松
永
彪

さ
ん
は
大
型
モ
ノ

ブ
ロ
ッ
ク
二
組
を

ム
松
並
町
の
尾
崎
美

和
子
さ
ん
は
絵
本

百
冊
を

児
童
文
化
振
興
の
た

め
に
ム
一
ノ
郷
の
渡
辺
貞

兎
さ
ん
は
快
気
祝

い
の
お
礼
と
し
て

十
万
円
を

十
一
月
二
十
日
(
到
着
分

ま
で
)

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
へ

締
切

-
第

η
団
長
崎
県
屋
外

広
告
物
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
資
格
長
崎
県
内
在
住
者

課
題

観
光
長
崎
県

出

品

点

数

制
限
な
し

作
品
規
格

8
0喜
×
H

・8
0言

厚
さ
∞
C
C

喜

申
込
期
間

十
一
月
四
日

1
十
三

口凶

作
品
展
示
期
間

十
一
月
十
七
日

l
二
十
三
日

長
崎
市
公
会
堂
広
場

※
応
募
手
続
な
ど
詳
し
く
は
長
崎

県
屋
外
広
告
美
術
協
同
組
合
事

清
和
国
へ

ム
大
村
青
年
会
議
所
、
イ
ン
ド
大

曲
技
団
公
演
招
待
ム
久
原
郷
の
船

本
行
徳
さ
ん
、
す
い
か
四
十
七
個

ム
九
電
子
供
会
、
パ
ス
タ
オ
ル
二

枚
、
菓
子
、

歌
ム
本
町
保
育
所
、

歌
、
踊
り
ム
長
崎
県
経
済
農
業
協

同
組
合
連
合
会
果
汁
工
場
.
み
か

ん
ジ
ュ
ー
ス
三
百
缶
ム
本
町
の
八

木
フ
ヂ
エ
さ
ん
、
映
画
招
待
ム
鈴

田
の
高
以
良
康
雄
さ
ん
、
り
ん
ご

百
個
ム
小
佐
古
の
小
林
克
敏
さ
ん

務
局
一
五

長
崎
市
出
島
町
一

O
の

日
新
ビ
ル
内
へ
。

圃
3 I月日 |時間 |場所
歳 1--1-------，;-- -

児 111Fl1:lRU:QQ-n:QQI 健 |目1叩1.1.J../J J.() ~ I日13工:0∞0-1日5:0叩0町| 

5 111月18日19:30-11:001福重出張所 |妊婦と乳幼児

査
叩 7日[13:30-15:側三浦出張所

-
県
立
農
業
大
学
校

学
生
を
募
集

受
験
資
格
県
内
に
居
住
す
る
高

校
卒
業
者
ま
た
は
卒
業
見
込
み

の
人
。
ま
た
は
高
校
卒
業
と
同

等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
人
。

試
験
期
日
二
月
五
・
六
日

願
書
受
付
期
間

来
年

一
月
十
日

l
二
十
四
日

願
書
提
出
先

諌
阜
市
小
船
越
町
三
一
七
一

長
崎
県
立
農
業
大
学
校
長
あ
て

※
受
験
手
続
、
そ
の
他
詳
し
く
は

農
業
大
学
校
教
務
課
へ
。

藤
圭
子
シ
ョ

l
招
待
ム
西
本
町
の

岩
永
満
子
さ
ん
、
ジ
ュ
ー
ス
六
十

缶
、
菓
子
百
袋
ム
長
崎
市
光
葉

会
、
舞
踊
ム
水
主
町
の
岡
本
信
子

さ
ん
、
落
花
一
豆
腐
三
十
丁
ム
大
村

吟
詠
会
、
詩
吟
、
舞
踊
ム
竹
松
部

隊
市
丸
宗
光
さ
ん
、
奇
術
ム
奈
留

尾
町
民
生
委
員
、
五
千
円
ム
竹
松

駐
と
ん
地
一
曹
会
四
千
円
ム
佐
世

保
市
の
中
村
英
雄
さ
ん
、
奇
術
、

ム
古
町
五
区
老
人
ク
ラ
ブ
、
ま
ん

w

じ
ゅ
う
百
二
十
個

A
大
村
少
年
合
問

唱
団
六
十
五
人
、
合
唱

M

圃
県
立
佐
世
保
看
護
学

校
(
定
時
制
)
学
生
を

募

集

受
験
資
格

1
准
看
護
婦
(
士
)
の
免
許
を
得

た
後
、
三
年
以
上
准
看
護
婦
の

業
務
に
従
事
し
て
い
る
人

2
高
校
を
卒
業
し
て
い
る
准
看
護

婦
(
来
年
三
月
ま
で
に
高
校
卒

業
見
込
み
及
び
准
看
護
婦
免
許

取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
)

試
験
期
日
二
月
十
三
・
十
四
日

願
書
受
付
期
間

来
年
一
月
二
十
日

t
三
十
一
日

願
書
提
出
先
佐
世
保
市
平
瀬
町

一一一
l
一

県
立
佐
世
保
看
護
学
校



(6) 

試

験

り

-
危
険
物
取
扱
者
試
験

と
準
備
講
習
会

おおむ

試
験
期
日
甲
・
乙
・
丙
種

一
一
月
七
日
(
日
)

願
書
受
付
十
一
月
七

t
十
四
日

受
験
準
備
講
習
会

丙
種
十
一
月
十
日
福
祉
セ
ン

タ
l
会
議
室
午
前
九
時

t
午

後
四
時

乙
種
十
一
月
十
七
日
・
十
八
日

福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室

午
前
九
時

I
午
後
四
時

※
詳
し
く
は
大
村
消
防
署
予
防
係

へ
血
②
|
四
一
三
八

市政だより昭和50年11月1日
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催

し

も

の

-
大
村
文
芸
大
会

十
一
月
二
十
三
日
(
日
)

場
所
中
央
公
民
館

会
費
川
柳
と
俳
句
は
五
百
円

短
歌
は
三
百
円
(
短
歌
と
俳
句

は
募
集
句
に
添
え
て
会
費
を
納

入
し
て
下
さ
い
)

〈
川
柳
の
部
〉

宿
題
カ
ニ
、
手
の
う
ち
、
三
彩

大
手
門
(
時
代
吟
)
各
三
句

席

題

な

し

期
日

十

午
前
十
時

投
句
締
切

八
短
歌
の
部
〉

雑
詠
一
首
(
未
発
表
作
に
限
る
)

十
一
月
八
日
締
切

選
者
秦
美
穂
、
草
野
源
一
郎

鈴
木
忠
次
先
生

送
り
先
京
町
四
O
l
五

鈴
木
忠
次
あ
て

開
会
午
後
一
時

八
俳
句
の
部
〉

募
集
句
三
句
十
一
月
八
日
締

切

送
り
先
上
小
路
四
四
五

鶴
田
漁
長
あ
て

嘱
目
句
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま

で
に
会
場
付
近
で
の
写
生
二
句

選
募
集
句
は
下
村
ひ
ろ
し
、
鍬

先
あ
さ
女
、
市
川
青
火
先
生
選

嘱
目
匂
は
出
席
者
の
互
選

開
.A. 
コz

正
午

-
「
家
族
そ
ろ
っ
て
歌
合

戦
」
公
開
録
画

十
一
月
十
三
日
午
後
五
時
三
十

分
か
ら
家
族
そ
ろ
っ
て
歌
合
戦
の

公
開
録
画
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ

ま
す
。参
観
希
望
者
は
次
の
と
こ
ろ
で

入
場
整
理
券
(
無
料
)
を
お
求
め

下
さ
い
。

な
お
、
テ
レ
ビ
放
送
は
十
一
月

二
十
三
日
の
予
定
で
す
。

日
時
十
一
月
十
三
日
(
木
)

午
後
五
時
三
十
分

場
所
市
民
会
館

入
場
整
理
券
発
行
所

ア
オ
パ
ラ
ジ
オ
居
、
森
竹
電
器

商
会
、
原
田
楽
器
庖
大
村
支

庖
、
長
崎
書
庖
、
小
森
ラ
ジ
オ

商
会
、
山
口
時
計
電
器
居
、
大

村
市
観
光
協
会

-
国
立
長
崎
中
央
病
院

国
立
移
管
叩
周
年

記
念
行
事

記
念
講
演

「
老
人
の
医
療
と
福
祉
」

田
中
多
問
先
生

十
一
月
二
十
七
日

午
後
一
時

t
三
時
市
民
会
館

医
療
展
十
一
月
二
十
九
日

t
三
十
日

午
前
九
時

t
午
後
五
時

国
立
長
崎
中
央
病
院

記
念
式
典

十
二
月
一
日

午
後
二
時

l
四
時

市
民
会
館

-
岳
風
流
大
村
吟
詠
会

創
立
日
周
年
記
念

吟
道
大
会

日
時
十
一
月
九
日
(
日
)

午
前
九
時

t
午
後
五
時
三
十
分

場
所
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
無
料

-
講
演
会

「
こ
れ
か
ら
の
見
通
し

と
企
業
経
営
」

日
時
十
一
月
十
九
日
(
水
)

午
後
一
時

t
二
時
三
十
分

場
所
商
工
会
議
所
大
ホ

i
ル

講
師

N
H
K顧
問

館
野
守
男
氏

商
工
会
議
所

主
催

-
建
築
無
料
相
談
日

日
時
十
一
月
二
十
二
日
(
土
)

午
前
十
時

t
午
後
四
時

場
所
市
民
会
館
ホ

l
ル

相
談
員
諌
早
土
木
事
務
所

民
開
設
計
事
務
所
、
市
役
所

主
催
長
崎
県
建
築
士
会
諌
大
支

立口建
築
の
こ
と
で
お
分
り
に
な
ら

な
い
こ
と
は
遠
慮
な
く
お
尋
ね
下

さ
い
。な
お
、
住
宅
機
器
も
展
示
し
て

い
ま
す
。

-
発
明
相
談
室

十
一
月
十
五
日
(
土
)

午
前
十
時
1
十
二
時

場
所
市
商
工
観
光
課

発
明
協
会
か
ら
担
当
者
が
出
向

い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

ポ

ツ

ス
-
市
民
登
山
教
室

初
心
者
を
対
象
に
登
山
、
野
外

活
動
の
講
習
会
を
聞
き
ま
す
の
で

多
数
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時
十
一
月
十
二
・
十
三
日

午
後
七
時

t
九
時

机
上
講
習

十
一
月
十
五
・
十
六
日

実
技
講
習
(
雲
仙
)

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
講
堂

対
象
一
般
及
び
団
体
指
導
者

受

講

料

無

料

申
込
十
一
月
十
日
ま
で
に
市
体

育
課
へ

主
催
日
本
山
岳
協
会
大
村
支
部

後
援
市
教
育
委
員
会

圃
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
成
績

参
加
チ

i
ム
数

男

子

部

チ

i
ム

女
子

M
チ

i
ム

男
子
の
部

優
勝
原
(
二
年
連
続
)

準
優
勝
黒
木
B

三
位
宮
代
・
竹
松

女
子
の
部

優
勝
準
優
勝

三
位

原
(
三
年
連
続
)

宮
代
鬼
橋
・
上
久
原

-
市
民
球
技
大
会
成
績

00地
パソ区
レフ予
l ト選
ボボ参
力口

Jレ Jレチ

48 129 I 
チチム
数

ムム

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

優

勝

上

久

原

準
優
勝
久
原
団
地

三

位

小

川

内

・

今

村

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

優

勝

諏

訪

準

優

勝

植

松

三

位

宮

小

路

-
大
村
市
長
杯
争
奪

卓
球
大
会
成
績

団
体
戦
①
大
村
火
力
発
電
所

②
親
和
金
融
合
資
会
社
、
③
長

崎
県
果
樹
試
験
場
④
さ
く
ら

タ
ク
シ
ー

一
般
男
子
個
人
戦
①
樋
上
隆
昭

(
鎮
西
高
)
②
前
田
秀
征
(
有

田
陶
園
)
③
山
村
貞
己
・
団
関

泰
弘
(
大
村
火
力
発
電
所
)

高
校
男
子
個
人
戦

①
樋
上
隆
昭
(
鎮
西
高
)
②
葉

山
伸
昭
(
園
芸
高
)
①
橋
本
茂

則
(
園
芸
高
)

中
学
男
子
個
人
戦

①
土
井
健
嗣
(
西
中
)
②
与
田

元
治
(
西
中
)
③
岸
本
靖
司
・

岸
本
芝
郎
(
西
中
)
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